
お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲ダチョウの羽で羽ペン作りに挑戦！

▲地域の小学生全員参加でポスター作成

▲安全を確保しながら川から倒木が切り出されました

　園部町竹井区公民館で地域の小学
生に呼びかけて「ホタル鑑賞会」のポス
ター作りが行われました。竹井区農地・
水・環境保全協議会の事業の一環で、
竹井振興会が主催。地域を流れる大阪
谷川はホタルの名所で、毎年多くの見
物客が訪れます。子どもたちは、「川に
ごみを捨てないで」「ホタルをとらない
で」と自ら考えたメッセージを添えて絵
を描きました。６月６日の鑑賞会では、ポ
スター効果もあってホタルが舞う幽玄
な光景に多くの方が魅了されました。

　清らかで安全な河川環境を守るため
に美山川（由良川）の清掃・点検活動を
市内４団体（ＮＰＯ法人芦生自然学校、
美山漁業協同組合、美山町環境保全対
策協議会、美山産官学公連携協議会景
観環境保全プロジェクト）が共催で実施
されました。市内外から参加者を募り、
２日間で総勢120人が参加。川班はボー
トで川を下りながら倒木などを撤去し、
陸班は入川道などのごみを軽トラック
で回収しました。不法投棄バイクや大
量のごみに苦戦しながら、大規模な清
掃活動が遂行されました。

　子どもたちに美しい地球を残すためのイ
ベント「わんぱくＤＡＹ」が八木農村環境公
園氷室の郷（八木町氷所）で開催されまし
た。子どもたちはペットボトルのふたを溶
かして混合油を作る装置に興味津々、ダチ
ョウの羽を使った羽ペン作りなどを体験。
使わなくなったおもちゃなどを交換する
「かえっこバザール」やマイはし・マイ皿・マ
イごみ袋を持参する「ごみゼロの日」への
取り組みはすっかり定着し、10周年を記念
した花時計作りも行われました。
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　日吉ダム直下にある温泉複合施設「スプ
リングスひよし」で、５月９日に温泉・プー
ルの入場者250万人を達成しました。平成
10年10月のオープン以来、地元の方はも
ちろん、京阪神一帯から年間20万人を超
える利用者があります。250万人目となっ
たのは京都市から家族３人で来られた石橋
由紀さん。10年前に愛犬が亡くなって以
来、毎年墓参りの後に欠かさず利用されて
いるとのこと。なお、体育館やレストランを
含む全館での入場者は、今年夏に400万人
突破の見込みです。
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　日吉ダム湖畔周辺コースを走る
「日吉ダムマラソン」の第12回大会
が開催されました。今回から種目を
一部変更し、３㎞ロードレース（小中
学生男女）を新設。市内小中学生の
参加が増え、過去最多の2,673人の
申し込みがありました。
　大会当日は雨模様でしたが、全国
各地から集まったランナーが府民の
森ひよしをスタート・ゴールに、景観
美を誇るコースを快走。今回初めて
電気自動車がハーフマラソン１周を先
導しました。また、200人を超えるボ
ランティアスタッフが、会場設営から
当日の受付、監察、給水など大会の
運営を支えました。
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まちの話題を紹介します

▲記念品と花束を受け取る石橋さん（中央）

　かつて若狭から京の都へと海産物な
どが運ばれた「鯖街道」。中でも、福井
県高浜町からおおい町、南丹市美山町
を経て京都市へとつながるルートを
「西の鯖街道」とし、街道沿線市町が
連携して地域活性化を目指す協議会
が結成されました。（中島三夫会長）
美山文化ホールで行われた発会式には
４市町から行政や商工会など多数の関
係者が出席。それぞれの特産物を共同
店舗で都市部に広げる計画など連携
した事業や、観光振興に取り組んでい
かれます。

▲中島会長が「力を結集して地域の発展を」とあいさつ
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　美山文化ホールを発着点として、昨年日本風景街道
「美山かやぶきの里由良里街道」に登録された区間を含
む１周10.１kmのコースを周回する「美山サイクルロー
ド」が開催されました。小学３年生から国体予選会とし
て出場する上級者まで928人、近畿圏内をはじめ遠くは
神奈川県からもエントリー。レースでは叫び声を上げて
熱戦を繰り広げる選手の姿もあれば、転倒し負傷しなが
らも外れた車輪を手に最後まで歩き続けた選手の姿も
あり、沿道からは惜しみない激励の拍手が送られました。
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▲「がんばれー」スタッフの激励に選手「ありがとう！」

▲雨なんてへっちゃら！元気いっぱいスタート
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